
都道府県名 鳥取県 令和２年８月２８日

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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度

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

出荷量 出荷量 出荷量

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

①現状値：平成
27年度生産者大
会資料等とす
る。

②目標値：施設
化により販売額
増を見込む。
（平成27年度数
値で試算す
る。）

③実績値：令和
元年度品名別精
算統計表、総会
資料等から算
出。

④達成率：(③
－①)/(②－①)
×100

33.3%

小松菜、チンゲンサイともに面積で
は、ほぼ最終目標に達したが、出荷
量においては令和元年度目標対比
で、小松菜60.9%、チンゲンサイ
37.3%、全体49.3% と低い水準とな
り、販売額が伸び悩み、成果目標は
達成しなかった。原因としては暖冬
の影響により葉物野菜の価格が不安
定な傾向が見られ、生産意欲が停滞
し、生産量の伸び悩みを招いたこと
が考えられる。 今後は、出荷量の少
なかったチンゲンサイでは、今年度
農協の指導を強化し、昨年度対比
130％の作付けを計画し、販売額1.3
倍の増加(チンゲンサイ販売額65,688
千円）を見込んでいるところであ
る。また、今年はらっきょうや西瓜
等で新型コロナ対策として非対面型
の販売促進（人気動画クリエーター
によるSNS発信、テレビ会議等）を実
施したところ、西瓜でインターネッ
ト販売が前年対比121.3％増加、販売
金額は前年対比104％増（見込み）と
一定の成果をあげた。葉物野菜で
は、そういった販売促進策を実施し
てこなかっため、葉物野菜において
もこれらを活用した販売促進を検討
している。さらに、価格を決定出来
る直接販売を促進したり、市場動向
を見ながら新たな販路開拓を実施し
たりするなど、有利販売を検討して
いくこととしている。

鳥取型低コストハウスの
導入による栽培面積増加
による産地の総販売額の
増加に取組んだものの、
暖冬傾向で全国的に出荷
量が多く単価が低かった
影響もあり、目標である
産地の総販売額は成果目
標の達成率が33.3％と
なった。
今後、改善策として現地
では、計画どおり出荷す
るよう生産者への啓発、
市場との連携による出荷
先の確保に取組むとして
おり、県としても、省
力・効率的な栽培管理方
法の指導や、食のみやこ
鳥取を担う品目として葉
物野菜の販売支援を行
う。

122,260千
円

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト
事業実施
前年度

目標年度

年度 面積 生産量又は  価格(販売単価)

【小松
菜】
323.0

【チン
ゲンサ
イ】
237.0

- - - 1.183
194,678
千円

1,149.0

【小松
菜】
580.0

【チンゲ
ンサイ】
571.0

【小松
菜】
351.5

【チン
ゲンサ
イ】
237.4

-

164,563千
円

23.76

【小松
菜】
17.35

【チン
ゲンサ
イ】
6.41

566.4
【小松
菜】
353.1

【チンゲ
ンサイ】
213.2

8.75

【小松
菜】
6.42

【チン
ゲンサ
イ】
2.33

413.7

【小松菜】
210.7

【チンゲン
サイ】
203.0

【小松菜】
351.5

【チンゲンサ
イ】
237.4

-
339,508千

円

23.82

【小松
菜】
17.26

【チン
ゲンサ
イ】
6.56

北栄町
農業再
生協議
会、倉
吉市農
業再生
協議
会、湯
梨浜町
農業再
生協議
会、三
朝町農
業再生
協議
会、琴
浦町農
業再生
協議会

1

JA鳥取
中央管
内(北栄
町、倉
吉市、
湯梨浜
町、三
朝町、
琴浦町)

施設野
菜（小
松菜,
チンゲ
ンサ
イ）

施設野菜産地の
形成の推進

①鳥取型低コス
トハウス及び昇
温抑制効果の高
い遮光資材の導
入による栽培環
境の改善によ
り、計画的に産
地・ブランド化
の拡大へ取り組
む。
②作業効率の改
善や栽培技術の
確立により収
量・品質等の収
益性の向上を図
る。

販売額の10％
以上の増加

9.01 2,042,657

北栄町
農業再
生協議

会

4
北栄町
（花
き）

施設花
き（切
り花
（ス
トッ

ク））

花き生産新技術
の導入
　遮光資材やLED
照明を導入する
ことで、生育速
度を調整し計画
的に出荷するこ
とにより高収益
化及び産地・ブ
ランド化へ取り
組む。

販売額の10％
以上の増加

131,126千
円

9.01

361,695
円/10a

60.8

生果
407

個包装
39

あんぽ柿
132

生果
332

個包装
435

あんぽ柿
513

-
404,314
円/10a

332.7%

令和元年度は、遮光資材や既に導
入されているLED照明を活用した
開花調節技術の定着が進み、出荷
本数増加、単価向上、販売高増加
へつながり、価格補正後の達成率
332.7％と目標を大幅に上回った
形で達成された。面積については
最終目標年度の面積（9.01ha）に
達していない（目標対比93.2％）
が、これは高齢による栽培中止者
があったためで、H30年度は
8.05haまで減少した。その対策と
して、花き栽培紹介パンフレット
を作成し、スイカの後作栽培に取
り組むようスイカ栽培指導会で紹
介したり、新規参入募集のための
研修会（座学、現地見学）を実施
したりするなど積極的な参入推進
を図ってきた。その結果、R1年度
に新規栽培者が2名参入し、面積
は8.40haへとＶ字回復することが
出来た。引き続き参入促進を継続
していく予定である。
　さらに今後も、新規栽培者の底
上げや、生産部全体での高品質・
安定生産に向け、関係機関が一体
となって向上支援に努める。

面積、出荷本数、単価、
販売高いずれも増加し、
さらに新規就農者が参入
したことで達成率が
332.7％となった。
適正に事業に取組まれ産
地の向上が図られてい
る。
なお、面積、出荷本数に
ついては、取組当初より
増加したものの目標まで
到達していないことか
ら、今後は収量を増やす
ための取組として、引き
続き生産部へ生産者確保
の呼びかけを行う。
また、新規栽培者の早期
の技術習得に向けた、定
期巡回等を行い、品質向
上と収量増加に向けて、
目標以上となるよう指導
する。

八頭町
農業再
生協議
会、鳥
取市農
業再生
協議会

3
八頭

町、鳥
取市

果樹
（西条
柿）

西条柿産地の形
成の推進
①農産物処理加
工施設の整備に
よる有利販売及
び販売価格の向
上
②集出荷貯蔵施
設（個包装機）
の整備による安
定出荷及び販売
単価の向上
③ＪＡ、県普及
所及び生産組織
等で構成する
「いなば柿指導
協議会」による
栽培指導等によ
る生産性の向上

販売額の10％
以上の増加

- 79.0 75.0 1.053
175,337
千円

①現状値：平成28
年産販売データに
よる。
（JA鳥取中央販売
データ）

②目標値：製品率
を上げ、単価の高
い時期(12～1月）
に向けて出荷調整
することで販売額
増を見込む。（平
成28年産及び過去
3年間の実績をも
とに試算する。）

③実績値：令和元
年産販売データ
（JA鳥取中央販売
データ）から算
出。

④達成率：(③－
①)/(②－①)×
100

70.7 -
166,520千

円
8.40 1,986,070 83.81,860,420 70.5 -

144,415千
円

383,186
円/10a

①現状値：H28
年度西条柿販売
額（JA販売及び
加工事業決算資
料より）

②目標値：令和
元度西条柿販売
額目標

③実績値：令和
元年度西条柿販
売額（JA販売及
び加工事業決算
資料より）

④達成率：（③
-①）/（②-
①）×100

50.4%

　9月の高温による軟果、
日焼け果の発生や高単価で
販売されている鳥取県育成
品種「輝太郎」への転換等
による栽培面積の減少によ
り、西条柿の生産量が目標
を下回った。また、原料が
減少したことから、個包装
やあんぽ柿の生産量も目標
を下回り、販売額目標を達
成できなかった。

　今後は、市及びJA等関係
機関が連携して気象の影響
を最小限になるよう栽培指
導を行うとともに、既存生
産者に対し規模拡大の声掛
けや新規就農者等の掘り起
こしの取組を行うことで面
積の維持拡大を図ること等
により、成果目標の達成に
向けた指導を行う。

鳥取県育成品種への転換
等による西条柿の生産量
低迷に伴い、個包装やあ
んぽ柿の生産量も目標を
下回り、成果目標を達成
しなかった。今後は、個
包装やあんぽ柿用の原料
確保を積極的に行う必要
があるため、取組主体に
よる生産部との連携強化
や販路拡大を着実に実施
し、成果目標達成に向け
て引き続き指導、支援を
行う。

生果300

個包装28

あんぽ柿
152

生果
320

個包装
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あんぽ
柿
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-

生果
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－

あんぽ
柿

1,911

生果
309

個包装
－

あんぽ
柿

1,965

生果
1.0480

個包装
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生果
311

個包装
44

あんぽ柿
240

生果
332

個包装
435

あんぽ
柿
513

-
377,979円

/10a
48.8


